第６０回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　平成２０年５月９日（金）午後６時
２． eq \o\ad(開催場所,　　　　　)　　　沼津市魚町１番地

　　　　　　　　　　　　　サンフロントビル　３Ｆ　会議室

３．委員の出欠
 eq \o\ad(委員総員,　　　　　　)　　　　　８名

 eq \o\ad(出席委員数,　　　　　　)        　５名

出席委員氏名　　
清水義一

荻生昌平

井上純代

冨山治子

土屋雅一

欠席委員氏     千野慎一郎

横山　勝

村松晶子

　　
　　　　　　　　
放送事業者　　　佐藤恭平

藤嶋正巳
４．議　　題
　　　平成２０年４月３日（木）１９:３０～１９:４５放送　　　　　　番組名　ネオピンクのももいろナイト

４月から毎週木曜日１９：３０から放送している１５分の新番組。ピンクレディの物まねで人気の沼津出身の女性二人の

アマチュアユニット「ネオピンク」がトークと音楽を紹介する。

５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（会社側：佐藤）　審議委員の皆様、お忙しい中お集まり頂きましてありがとうございます。今回は第６０回目となります。

本日ご審議頂きますのは、お手元の番組表にあります様に、毎週木曜日午後７時半放送の新番組「ネオピンクのももいろナイト」です。

この番組は、ピンクレディの物まねで人気の沼津出身の二人のアマチュア女性ユニット「ネオピンク」がトークと音楽をお伝えする

１５分の自社制作番組です。

　ネオピンクの二人、斉藤三佐江さんと小林賀代子さんは今年３月、「燦々ぬまづ大賞」を受賞しています。

この賞は燦々ぬまづ推進委員会が沼津のにぎわいづくりに貢献した個人・団体を表彰するもので、二人の今後の活躍が期待されています。

それではお聞きいただきます。

（　番　組　聴　取　）・・・

（会社側：佐藤）　本日は、土屋委員が都合で遅れます。清水委員長、宜しくお願いいたします。
（清水委員長）　　では、荻生委員からからお願いします。

（荻生委員）
　初回ということで、番組と自分たちを紹介するのに時間が取られたようだ。内容は替え歌もあり、意外性がありおもしろい。今後の展開として二人のトーク中心の番組にするかゲストを呼ぶ番組にするか等、検討の余地がある。また１５分番組の割にイントロが長過ぎる。これからどうなるか、今後に期待したい。

（会社側：佐藤）　二人は未知の大器ですから・・・。
（井上委員）　　 　初回の番組紹介としては、まとまっていた。今後は１５分の短い番組なので、おしゃべりと音楽の番組になるのではないか。


二人の声は聞きやすいが、お互いの声がかぶることがあった。慣れればそのようなこともなくなるのではと思う。今後が楽しみ。

（富山委員）　　　私は「ネオピンク」を知らなかったが、初々しい感じを受けた。番組自体まだまだだが、今後は短いがインパクトある番組となってほしい。

（清水委員長）　　私も同じ印象を受けた。二人が同時に喋ってしまうことなどを注意してほしい。またその日のテーマやキーワードを決めるなど工夫が必要。これからに期待したい。

（荻生委員）　　　仲間内で喋るのではなく、一人の話に他方はしっかり答えるなど、聞く人の立場に立った構成にしてほしい。

（清水委員長）　　 二人でコンパをしているような印象を受けた。
（荻生委員）　　　二人の声の質が違うのが救いだが、時に早口になった。これからですね。

（清水委員長）　　 ピンクレディの振りを子供から大人まで真似している時代がありましたね。
（井上委員）　　 　ピンクレディの物まねができるかどうかで年代が判るようです。

（荻生委員）　　　歌だけでなくアクションを付けるのが面白い。
　　　　　　　　

（井上委員）　　 　お二人は何歳くらいでしょうか。

（会社側：佐藤）　もちろんピンクレディ世代ですが、見た感じは若いです。スポンサーのICI社の社長は芸能と車に興味があり、「コーストF1」


という別の自動車情報番組も提供しています。

（富山委員）　　　このような短い番組と長い番組では番組制作上、難しさは違いますか？

（会社側：佐藤）　短か過ぎても長過ぎても共に番組に「起承転結」「メリハリ」をつけるのが困難になります。リスナーを飽きさせず、楽しんでもらう工夫を皆心がけています。そこがパーソナリティとディレクターの腕の見せ所であり、力量が現れる部分です。

（富山委員）　　　エフエムぬまづで初めての１５分番組だと思いますが・・・。

（会社側：佐藤）　短い番組は他にもありますが、ネオピンクは既に３年間いろいろな舞台や場面で経験を積んでアマチュアなりに慣れているとの評価だったので、やらせてみようと思った次第です。

（荻生委員）　　　内容が「ももいろナイト」になっていないようだが（笑）。
（会社側：佐藤）  だんだんなっていくのではと思います（笑）。

（土屋委員）
　初回としてはこの程度かなと思う。私も今後に期待したい。

（清水委員長）　　皆さん同じ印象を受けたようです。ではこの辺で審議終了とし、次回は７月１１日、金曜日としたいのですが、いかがでしょう。

（会社側：佐藤）　はい。私どもは結構です。また時期が来ましたらご案内します。

　　　　　　　　　

（清水委員長）　　７月１１日（金）で皆さん御異存がなければその予定にしたいと思います。委員の皆様いかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　・・・・・

では、次回は７月１１日ということにします。それではまたよろしくお願いします。

（会社側：佐藤）　色々と貴重なご意見ありがとうございました。本日はどうもありがとうございました。
６．審議会での意見についてとった措置について

　　各委員からの意見や感想については今後の自社制作番組に生かし、より良い番組作りをする検討材料としました。

　　　ご指摘を受けた点は番組担当に伝え、改善するように指示しました。

７．審議会の内容の公表
　　　弊社ホームページにて公表する。

　　　

８．その他の参考事項
　　　次回の番組審議会は平成２０年７月１１日（金）午後６：００より行う。
様式４－２








